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社
会
保
険
庁
職
員
の
賞
与
返
還
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
七
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
国
民
の
年
金
記
録
が
ず
さ
ん
に
管
理
さ
れ
て
い
た
問
題
（
以
下
、
「
年
金
記
録
問
題
」
と
い

う
。
）
に
対
す
る
第
一
義
的
責
任
等
を
含
む
事
実
関
係
に
つ
い
て
の
年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
で
の
会
合
及
び
政
府
部
内

で
の
調
査
に
つ
い
て
、
「
年
金
記
録
問
題
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
に
よ
る
調

査
・
検
証
が
継
続
中
で
あ
り
、
ま
た
、
政
府
部
内
に
お
い
て
、
事
実
関
係
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
の
答

弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
年
金
記
録
問
題
」
が
国
民
生
活
に
死
活
的
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
、
ま
た
、
年
金
記
録
問
題
検
証

委
員
会
が
本
年
六
月
十
四
日
に
初
会
合
を
開
い
た
際
に
、
一
カ
月
を
目
処
に
中
間
報
告
、
秋
に
は
報
告
書
を
出
す
と
し
て
い

た
こ
と
を
鑑
み
、
政
府
部
内
、
年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
調
査
結
果
を
出
す
ま
で
の
具
体
的
期
日
を

設
け
、
一
刻
も
早
く
「
年
金
記
録
問
題
」
が
起
き
た
原
因
、
第
一
義
的
責
任
を
負
う
べ
き
人
物
等
に
つ
い
て
究
明
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

二

「
年
金
記
録
問
題
」
を
受
け
た
、
社
会
保
険
庁
の
現
職
職
員
全
員
に
は
本
年
夏
の
賞
与
の
返
上
を
求
め
、
既
に
退
職
し
た

職
員
に
対
し
て
は
現
職
職
員
が
返
上
す
る
額
と
同
程
度
の
寄
付
を
求
め
る
処
置
（
以
下
、
「
処
置
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
、

一



社
会
保
険
庁
の
「
処
置
」
は
あ
く
ま
で
自
主
的
な
も
の
で
あ
り
、
返
上
ま
た
は
寄
付
に
応
じ
な
い
者
に
対
し
て
強
制
的
な
措

置
は
と
ら
ず
、
応
じ
な
い
理
由
も
問
わ
ず
、
ま
た
応
じ
て
い
な
い
者
に
再
度
働
き
掛
け
る
考
え
は
な
い
と
の
姿
勢
は
適
切
か

と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
御
指
摘
の
社
会
保
険
庁
職
員
等
に
よ
る
賞
与
の
自
主
返
納
等
に
つ
い
て

は
、
社
会
保
険
庁
長
官
が
、
同
庁
職
員
等
に
対
し
、
年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
反
省
と
同
庁
の
業
務
等
の
改
革
へ
の
姿
勢
を

示
す
意
味
で
理
解
と
賛
同
を
お
願
い
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
応
じ
る
か
否
か
は
、
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
社
会
保
険

庁
職
員
等
が
個
人
と
し
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
年
金
記
録
問
題
の
責
任
の
所
在
と
は
関
係
が
な
い
と
考
え
る
。
」
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
で
は
「
処
置
」
の
目
的
が
、
社
会
保
険
庁
が
「
前
回
答
弁
書
」
で
い
う
「
年
金
記
録
問
題
に

対
す
る
反
省
と
同
庁
の
業
務
等
の
改
革
へ
の
姿
勢
を
示
す
」
こ
と
に
あ
る
の
な
ら
ば
、
全
職
員
が
「
処
置
」
に
応
じ
て
こ

そ
、
右
の
「
処
置
」
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
、
国
民
に
対
し
て
真
に
「
年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
反
省
と
同
庁
の
業
務
等
の
改

革
へ
の
姿
勢
を
示
す
」
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

三

「
処
置
」
に
関
し
て
、
返
上
に
応
じ
て
い
な
い
歴
代
厚
生
労
働
事
務
次
官
の
氏
名
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」

に
お
い
て
、
「
個
人
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
氏
名
を
公
表
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
処
置
」
の
目
的
が
、
社
会
保
険
庁
が
「
前
回
答
弁
書
」
で
い
う
「
年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
反
省
と

二



同
庁
の
業
務
等
の
改
革
へ
の
姿
勢
を
示
す
」
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
社
会
保
険
庁
の
上
位
官
庁
で
あ
る
厚
生
労
働
省
の
事
務

次
官
も
す
べ
か
ら
く
「
処
置
」
に
応
じ
て
こ
そ
、
右
「
処
置
」
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
、
国
民
に
対
し
て
真
に
「
年
金
記
録
問

題
に
対
す
る
反
省
と
同
庁
の
業
務
等
の
改
革
へ
の
姿
勢
を
示
す
」
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

社
会
保
険
庁
の
上
位
官
庁
で
あ
る
厚
生
省
ま
た
は
厚
生
労
働
省
の
大
臣
、
旧
政
務
次
官
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
は
、
社

会
保
険
庁
を
指
導
、
監
督
す
る
責
任
を
負
う
か
。

五

「
処
置
」
の
中
に
、
歴
代
厚
生
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
、
政
務
次
官
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
に
対
す
る
給
与
・
賞
与

の
返
上
を
求
め
る
こ
と
は
含
ま
れ
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
『
処
置
』
は
、
社
会

保
険
庁
と
し
て
の
年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
反
省
と
同
庁
の
業
務
等
の
改
革
へ
の
姿
勢
を
示
す
意
味
で
、
社
会
保
険
庁
長
官

が
同
庁
職
員
等
に
対
し
理
解
と
賛
同
を
お
願
い
し
た
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
歴
代
厚
生
大
臣
等
に
対
し
、
同
様
の
お
願
い

を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
四
で
厚
生
省
ま
た
は
厚
生
労
働
省
の
大
臣
、
旧
政
務

次
官
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
が
社
会
保
険
庁
を
指
導
、
監
督
す
る
責
任
を
負
う
の
な
ら
ば
、
昭
和
三
十
七
年
に
社
会
保
険

庁
が
発
足
し
て
か
ら
平
成
十
九
年
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
期
間
に
右
の
役
職
に
あ
っ
た
者
も
「
処
置
」
に
含
め
て
こ
そ
、

「
年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
反
省
と
同
庁
の
業
務
等
の
改
革
へ
の
姿
勢
を
示
す
」
と
い
う
「
処
置
」
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
、

三



国
民
に
対
し
て
真
に
「
年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
反
省
と
同
庁
の
業
務
等
の
改
革
へ
の
姿
勢
を
示
す
」
こ
と
に
な
る
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


